
≪作り方≫ 

伝統遊具づくりでんでん太鼓 
柄をつけた紙張り太鼓の両側に糸で豆をつるし、柄を左右に回すと豆が太鼓の面に当って〝でんで

ん〟と鳴ることからこの名前がついています。地方によっては「豆太鼓」「ばたばた」「ポンパチ」「ぶ

りぶり太鼓」「振り太鼓」などと呼ばれています。 

 

開拓の村解説シート「伝統遊具づくり・Ａ-４」 

材料：セロハンテープの芯・菜ばし・和紙・ビーズ・凧糸(20㎝)・折り紙 

道具：はさみ・きり・のり・セロハンテープ 

１．テープの芯の上下にきりを使って穴を開

け、菜ばしの上が 1㎝くらい出るように差し込

む。 

 

 

  

２．和紙をテープの芯の両面に貼り付ける。(な

るべくピンと貼るように気をつける。)  

３．和紙をのりしろ部分５㎜くらいを残して切

り、テープの芯にそってその部分を貼る。  

         

４．折り紙をテープの芯の幅に２枚切り、折り

紙の中心に穴をあける。   

      

５．切った折り紙の一枚をテープの下部分に貼

る。       

        

６．ビーズに凧糸を通し、太鼓の面の中心にビ

ーズが当るか確認をする。 

 

       

北海道開拓の村 体験学習棟 

７．確認が出来たら凧糸をセロハンテープで芯

に固定し、残りの折り紙を芯の上部分に貼る。 

 

 

《遊び方》 

菜ばしを両手ではさみ、手をこすり合わせて太

鼓がクルクル回るようにします。暖房等で温め

ると、和紙にはりが出て音が変化するので試し

て見ましょう。 
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